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①  研修の日時 

7/8 ( 日 ) 里 山 自 然 塾 （ ふるさと森 林 公 園 ）  

8/5 ( 日 ) 里 山 自 然 塾 （ ふるさと森 林 公 園 ）  

8/25（土 ）飯 南 町 研 修  

9/9（日 ）里 山 自 然 塾 （ふるさと森 林 公 園 ）  

9/18 ( 火 ) ツ キノワ グマ緩 衝 帯 づく り 

 

②  研修の内容（できるだけ詳しく記載してください。） 

7 / 8 ( 日 ) 里 山 自 然 塾 「 竹 は友 達 ！竹 筒 で炊 く リゾットづくりと竹 のペーパ ーボッ ク スの絵 付 けを

楽 しむ」 

全国的に問題となっている竹林の拡大についての原因

や竹の生態について学びました。また、竹筒でリゾットを

焚き、竹を加工したペーパーボックスの絵付けをしました

。 

この日の参加者は25名で夏休みということもあり、親子で

の参加者が多くおられました。私は参加者の誘導や小さ

なこどもたちのサポートなど、イベントのお手伝いさせてい

ただきました。参加者の方々が楽しみながら自然につい

て学んでおられるというのが印象的でした。 

 

 

 

8 / 5 ( 日 ) 里 山 自 然 塾 （ ふるさと森 林 公 園 ）「大 人 も 子 ども も里 山 であそぼう！昆 虫 ゲッ ト講 座 と

水 てっぽう、 けん玉 等 世 代 を結 ぶ竹 おも ちゃ講 座 」 

参加者32名で里山での遊びを体験しました。里山に出

てネイチャーガイドの方からいろいろなトラップや虫取り網

を使っての昆虫の捕り方を学びました。また採れた昆虫

を標本にする方法を教わったり、竹を使った水鉄砲やけ

ん玉の作り方を教わりました。 

参加者の方々は親子で協力しながら虫取り体験や工

作など普段なかなか経験することのできない里山のあそ

びを楽しんでおられました。 

 

 



 

 

8 / 25 （土 ）飯 南 町 研 修 「安全技術作業講習会」  

この講習会はチェンソー使用方など林業の事故を防ぐ安全技術の普及啓発を目的としたものです。 

講習会ではチェンソーの目立て（研ぎ方）から丸太を使ったチェンソーワーク実習、立木を伐木造材す

る実習等を行いました。 

参加者の中には私と同じようにチェンソーを初めて使うといった方から、ベテランの方まで様々でしたが、

基礎から丁寧に教わることできました。普段チェンソーを良く使う方でもメンテナンスの仕方など意外と知

らないことも多かった様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 / 9（日 ）里 山 自 然 塾 「里 山 で芸 術 の秋 「ヒノキ和 紙 に押 し花 アートをトッ ピングした 栞 」と食 欲

の秋 「竹 焼 き米 粉 ケーキ」づく り」  

ヒノキの皮を使って和紙をすき、栞をつくりました。和紙はふるさと森林公園で採れた草花を押し花で飾

りました。また竹筒を使って米粉ケーキを焼きました。どちらも身近な材料を使って作ったものですが、で

きあがりはとても素晴らしいものでした。 

 

 

9 / 18 ( 火 )  ツ キ ノワグ マ緩 衝 帯 づく り「ツ キノワグマと同 じ時 代 を生 き る幸 せ」 

出雲西高等学校の生徒と一緒にツキノワグマの緩衝帯づくりを行いました。クマは、ヤブの中に身を

隠して移動する習性があるために明るい場所に身をさらすことを嫌う習性があります。竹林を整備し森

林と人の生活圏との間にクマが出没しにくい空間をつくることでツキノワグマによる被害を減らし人とツキ

ノワグマの共存の道を探るという取組を行いました。 

生徒たちはネイチャーガイドからツキノワグマの生態や生物としての特徴についての講義を受けたあと

、緩衝帯を作る作業を行いました。参加者からは「竹を切ったり竹林の整備など普段出来ないことを体

験できて楽しかった」、「動物と人間の共存について深く考える事ができた」などの声があり、里山を身近

に感じて、自然と共存することの大切さを実感するきっかけになったようでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

③  研 修 の感 想  

（研 修 の全 般 的 な感 想 、各 団 体 での活 動 の 意 義 や協 働 に 対 する感 想 （研 修 前 後 におけ

る意 識 の 変 化 ）等 について記 入 してく ださい。 ）  

環 境 保 全 や自 然 保 護 を目 的 と したＮ ＰＯの活 動 には 何 度 か参 加 さ せていた だく ことがありま

した が、その 中 でもも りふれ 倶 楽 部 の 活 動 頻 度 と活 動 範 囲 の広 さ には驚 かされま した 。 

特に里山自然塾は何度も参加されているという方もおられるほど人気で、遊びを通して楽しみながら

自然について学び考えることができるよう工夫がされていると感じました。 

島根は自然豊かなところですが、身近にある自然ほど意識してみないとその価値や希少性に気づく

ことができません。自然との共存に向けて努力を続けることの大切さを、地道に伝え続けられるもりふれ

倶楽部のみなさんの姿は島根の自然保護の取り組みを考えるうえで大変参考になるものでした。 

終わりに、今回の研修では暖かく迎え入れてもらい、丁寧にご指導いただきましたもりふれ倶楽部の

皆様にこころよりお礼を申し上げます。ありがとうございました。 

④ その他特記事項  

（※今後の研修実施に当たっての改善点、留意しておくべきことなどがあれば記入してください。） 

 

 

（注 １ ）研 修 日 時 ・内 容 等 がわか る資 料 があれ ば、添 付 してく ださい。 

  ( 注 ２ )報 告 書 は、平 成 31 年 1 月 31 日 までに人 事 課 あてにメールで提 出 してく ださい。 


